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第11-1図 天敵昆虫とタマバエの相互関係

Sanpatong Rice Experiment 

Station (1970) 
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第11-2図 寄生蜂群間の勢力関係， Sanpatong

Rice Experiment Station (1970) 

6) タマバエの天敵昆虫に関する研完

3種の膜翅目昆虫と 1種の捕食虫（オサムシ科）を

認めた0 Chiengrai, Lampang, Chiengmai'.'l県下でタ

マバエ｛同体群に及ぼす天敵昆虫の寄生効果は第10, 11 

図のとおりで， Chiengraiと Lampangではクロタマ

ゴバチ科の多胚生殖昆虫が最も有力で寮生効果が署し

く1970年は50~60%の寄牛率に述したC 8月中旬から

出現しはじめ， タマバニ終姐の11月中旬まで寄生率は

順次高まった。 ーづ方タマバニ多発年の1969年は25も内

外の寄生率で低かったことから，発生の多少に天敵昆

虫が関かしていることが伺えたっここ数年来Lampang:

では多発生がないが，原囚の一＾つとして天敵昆虫の活

動があげられた。 Chiengmai では， Pteromalidaeや

Eupelmidaeの寄生蜂が 7月中の苗代のタマバニを攻

撃し，寄生率80~90,96に逹し，その後本田でもタマバ

工の生息密度が低く経過したことから天敵昆虫の重要

性は見逃がせなし、ヘ
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トウモロコシ幼笛に対するべと病菌

Sclerospora sacchariの人工接種

君 袋薗よ

熱常農業研究センター

ゲ

駐了五場所： Taiwan Sugar Experiment Station. 

Republic of China 

駐在期間： 1970年 5 月 ~1971年 9 月

研究協力者：

1968年9月農林水産技術会議り主催により東京で開

偲されたシンポシウム“東南アジアにおげるトウモロ

ニシ牛南の現状と今後の問題点”で，東南アジア地域

におし、てはべと病 (downymildew)がトウモロコシ

リ）直嬰な病古となうていることが明らかにされた。ま

た，そJ)後梶原もインドネシア，フ iリピンおよび台

誇における畑作病害の調査 (1969年 1月-2月）てそ

の電要性を確認報告してし、る．、

トウモロコシベと病菌として，現在，次の 9種が報

告されてし、る。

Scleropora philippinensis W心 ton

Scleropora maydis (Rae.) B叫

Scleropora javanica (Rae.) Palm 

Scleropora spontanea Weston 

Scleropora sacchari Miyake 

Scleropora sorghi (Kulk.) Weston and Cppal 
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Srlerospora graminicola (Sacc.) Schri:it 

Sclerophthora macrcspora (Sacc.) Thiru-malachar, 

Shaw and Narasimhan 

Sclerophthora rayssiae var. zeae PaYak and Renfro 

わが国では， これらの菌のうち Sclerophthorama-

crosporaはイネ J)黄化佼縮紐苗として， Sclerospora

graminicolaはアワの白髪納菌として灌斐に分布して

し、土しかし， トウモロコ、ンに対する寄牛は，郎者て

は北面道，静岡鼠で発生した記録はあるが発生は極め

て少なく，後者り各戸上はまだ恨化されてし、、なし、っし:-.~

がって研究もま＇）］こく行な :hれてし、なし、。また，東南

アシア各国におし、ても重要な胎害となってし、るにもか

かわらず研究は充分で文く発生牛態，納原菌，防除法

；'rど不明な点が多し、＾

喧者らはぶもに胞子形成の牛態的な試験と人「接種

による品種抵抗['J:l)幼苗検定の可指袢につし、て試験を

行なし、，いずれも継続中であるr ここでは幼州に対す

る人［接種により団令，施肥櫨および按柿I原贔，と発紐

9ーロ→関係につし、て行な＇，た試験り）概要を恨告ずる，

本恥者の牡徴1ま病原泊が組織内部に深く，広く侵入

して全身病徴を示すことにある。 ＾）ピん本的に感染す

ると鯰廷源たる分11誓子は次々に展関してくる葉のJ:

こ人量に形成され，飛散した胞「は常に祈しい葉のあ

る捲葉部に落下，侵人して次の感染を起すっこのため

薬剤による防除は極めて困難である，もし，打効な粘

剤があったとしても，その発牛生態から散布1口1数を多

＇、しなし、と効果は期仕出来ず経済的に引合わなくな

るーまた，耕種的な防除法としては台内で辺延期をさ

:-)・ て栽培時期を選定し効果をあけてし、るが，その他に

ぱみるべき打効な手段はなし、ようてある したがって

4ゞ恥況に対する対策として1ま抵抗性品種の育成が非常

に咀要と考えられる r

品種抵抗件の検定仏どしては，すでに張らが人 Ul勺

な本納菌の汚染ほにおげるほ場検定法を採用して多く

リ）成果をあげている。は楊検定法は日然発生に近し、状

態で検定でぎるという利、点はあるが，検定粕度虹よび

能苓い向上には限度があり，より簡易，確丈および能

率的芯人［接種による検定法の間発が苧ましし、

ところで，本店は全寮牛消であり，まだ，人1:培良
1よIH米なし、， したがー，て， 人［~蒻拝雨 Jう場合い接種掠ば

日然罹肋株力，ら得なけれはならなし，,, ::_れ主で「1然げ

病葉上の訥斑を切り取り，＇い）主ま扱種源として Jtjし

る方法が試みられてし、るが，こ J));法で允分に闊し、発

病を得るには｛叫司も接種を反覆しなければならず彎、ま

た，接種鼠を撃にすることは困難であり，品稲抵抗

件検定のためり接種法としては適当でなし、

筆者らば白然圃砧菜ピハ病斑から wateragar」'.に

洛卜させた分'I:胞rを接種源として用し、るこビ，ヤ試
人ある程度い見姐Lを得た そこて，鉢柏幼i'r'ii、こ対

する人「肱稲でより旱く｀確実加発病を得ることをl

l」的として苗令，施肥醤および接種源贔と発栢とハ閃

係につし、て試験を行な-,tこへ

なお，台誇に詞げるトウモロコシベと病1'1c1ぱザトウ

キヒヘと柄菌上詞じ Sclerosporasacchariである

材料および方法

供試品種は感受性の台南 5号である＾含諮は径):,

cm ,J_)素焼鉢で砂耕に.tり行なった，＼

接柿ば控葉部の槃と葉り間に分牛胞fを落卜させ；’こ

寒Kプロ／『ク（約'.lx :, mm)を抑入．接着することに

よって行はった：

接柿栢分化）J包子はサトウキビ梨 1:-_J)恥斑部よ i).,_ヽ

第 1表接種時の幼苗 U; 状熊

第 1 [ul 試験 l 第 2 回試験 a

苗令区
播種後発芽後 出莱数 3 接 種樅種後発芽後 出葉数 3 接 種
日数日数 茫 位日数日数 菜 位

日 日 葦斥
-葉- n - 11 葉 フ・[HUに・ ・ 

s 6 2 3~+ 2 ~ ;j ヽ :1 3 -4 :-l 

M ， 6 ↓ :1 ~ 4 !() 6 4、.:, 

I、 1;:; 11 oー ~b、
4 -" 17 13 7-~8 bィヽ ,~ -I 

注 l. 6 月 23 日 ~7 月 201=!

2. 8 月 1 日 ~9 月 2 11 

3. 捲築部から葉先が出たものまで
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第 2表 ,YJl: <c 柄 株 率 （％） 

施 肥 料
接 存

喜 第 1 皿試験 第 2 回試験

屈 令 l'2 'ぐ 2) N 2 Ave. I' 12 N 2 Ave. 
-- --- - --- -

s 100.0い 77.8 80.0 85.9 70.0 80.0 77.8 75.9 
1000 lJ) M 90令() 100.0 80.0 90.0 50.0 70.0 90.0 70.0 

L 66.0 :-io.o .J,0.0 -15.3 

゜゜゜
（） 

Ave. 85.3 69.3 66.7 73.8 -to.o 50.0 55.9 48.6 

s 70.0 60.0 70.0 66.7 80.0 66.7 66.7 71. l 
100 j ' M 40.0 50.() 50.0 .!6.7 JO.() 40.IJ 80.0 4:-l.3 

L '.B.3 22.0 30.0 35.1 10.0 （） 

゜
::l.3 

Ave. .t?.8 44. l 56.7 49.fi 33.3 35.6 48.(J 39.2 

s 

゜
。 （） （） 10.0 0 

゜
3.:.; 

HI !v1 

゜
（） (~) 

゜
（） （） 10.0 3.:, 

l. I、

゜
（） （） 

゜
（） （） （） （） 

A¥・e, 。 （） 

゜゜
:-l.3 （） 3. :-1 2.2 

s 

゜
。 （） 

゜
0 （） （） 0 

l j ' M （） 0 （） （） （） （） 

゜
() 

L () （） （） （） （） （） ／） （） 
-- - - - - --

Ave. （） （） （） （） I) （） （） （） 
- - - ---- --

汀 1) 株あたり接種分生胞 f数

2) 砂耕液 (Houglandsolution No, 2) l 2濃度，標準(N)濃度， 2倍濃度

灌注批， l Iー］，鉢 (l株）あたり第 1回試験は J()I)cc、第2回試験は FiOcc

:,) 接種 5日後， 10株平均値

ト!J111[ (径 9cm); こ流し込んだ 3兌 water agar 上 第 4葉以ドの菜（出令 S. M区）に分牛胞fを100(、)

．こ．卒温， I::ニ-ール袋湿庄内で落下させたc， 湿室沢［ 間接種すれば9090以上， 100個の接種でも70も程度は

昨刻ぱ 22.00で．翌朝6.00に取り！且し伯ちに接柿に用 允分発病するようである•: 10/1,1/o)接種では第 1回試験

し、と：＼接種後の株ぱ湿度を保っため鉢毎にピニール袋 の最も若し廿り（接柿葉位第 2-<l莱）で接種後12日fl

を掛げ2'i時間 IJjl会に闘いた後露1こに出した に900,SJ)発訥株率を小したが｀その他は50兌以ドであ

苗令は播種期を変えることにより 3段階としたーオ広 ，こ l fl,1il接種では允分に若し、苗を用し、ても20%程度

袖闊の各苗令の状態は第 1表にi]・＜した．、施肥燒忍よひ しか発柄しなかった。接種策位が第 6葉以上になる

1変種源惜は表i主にホした、 1000個接種しても心とんど発病しなか,,t.:: 

謂査は扱釉部位に現わいる locallesionによ て行 発柄主でに要する H数も接種畠:,>多し、ほと知．か＼，

に` に ¥(10個以 t廿妾種すれば. }姿柿後 7fl 11まてに最終発恥

株v1901a以上が発納し tヽー しかし， 10間以ドでii接桶

結果およひ考察 後7LI tl頃より発柄する株が多か,i':: 

発柄調杏の条古呆、 1'1'1令は店し、心と、 1妥f恥I泉凧は多し ある程度砂く， しかも早く発柄させるには第 4虻以

、よと発柄は人^ とな.,;'こ しかし．施）lビ壻と;、)関係は虐 ト,I)菜に、分生胞 fり 100/11,j以じの接種が必要LJ)よりご

りられ j左か tこ． ある 本試験では｀第 3葉に分生胞1ゲを1000個按柿し

第 l~2 図は接種後日放ピ発柄株本ど:J渭l係な苗令 ，竺場合，接袖後 7日Hマぎ発柄珠字は JO()'<ゥ:は： ,), 
姜師加姑し:'(主~ とめビも］）であ れば袖種悛1,iI I tiであ こ
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接種後 II 数 (Ill

伯令1メS 按 fヽ,f,沿ふ）第ふ災

----—•一，'\I , " 4葉

----0- 1妥帥 「数 111uo1洲/1匁

伯令lメSi扱種位｛立年 2- :J菜！
" Mi_ ,, 第 3-4菓 l

,, L 1_ ,, 第 4-o菓＼

-←扱種＇か'/・ 胞 j'-数lOOOi個1/H、
ロ 10011,11]/株

△一 10伽I/株―X― 1個/株

第 1図 苗令およひ接種源量と発病株率（第 1回試験）

幼苗に対する人［接釉により品種抵抗性を検定ずる

こは，その結果がほ場における結呆こ高い相閑を有す

もりでなければならなし、)本試験て充分に早く， し

かも，而い発柄率を布する人I直接柾の力法があること

を確忍したのも今後，ほ場検定結果とり相閃を求め

ぅ/巾）検討，改良することにより，打効心品種抵抗袢ハ

快定法を1鋼発したいと芳えるも i})である

---o---''!ilOl[,li/株
--fr- " 10伽I/

-'f― "  111月，/fi、
↑ l'lx.L オl}f,f,'¥'.;,'.,'>·• 7≪'. 1こりり1-1'-'li

第2図 苗令および接種源量と発病株率（第2回試験，
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マレイシアおよびシンガポール・ブルネイ

の害虫調杢

長谷 111
農業技術研究所

凋介場所： '¥falava,Sarawak, Sabah. Smgaport 

Brunei 

iiな ・oてし t

調査期間： 1969年10月6日~12月：:lO 13 ぢれる者が多くなるにつ打て，各国からもたらさ；！しろ

今fnJグ）農作物害虫翡在の主な目的ぱ害益虫の採集こ 此虫し）ぅ詞定依頼か増加しつづある-しかし，東南ア

あるハて，•そ以）点従米 7) 調杏派逍とは少し異な，．）てい ア諸国に分布する昆虫ハ種類はきいめて多く， こが．ら

る^ とし・うのは， 私の所属する研究充では害益虫の分 ］）同定依頓0)裳心に応干るためには，＇，峠虫だ、十てもか
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